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主
な
内
容

1
面

令
和
6
年
度
餅
つ
き
大
会
・
作
品
展

・
餅
つ
き
大
会
ス
ナ
ッ
プ
写
真

2
面

餅
つ
き
大
会
ス
ナ
ッ
プ
写
真

・
12
回
作
品
展

3
面

作
品
展
に
初
参
加
し
て
・
作
品
展
写
真
集

4
面

～
6
面
作
品
展
示
写
真
集

6
面

こ
の
町
の
こ
の
人

7
面

・
中
金
杉
自
治
会
軒
下
回
収
の
案
内
・
中
金
杉

自
治
会

防
災
部

8
面

短
歌
・
俳
句
・
川
柳

・
鈴
木

琉
胤
（
る
い
）
さ
ん

目
指
せ
来
年

の
箱
根
、
２
０
２
８
・
ロ
ス
五
輪
出
場
を

・
あ
と
が
き
・
よ
ろ
し
く
・
お
く
や
み

（
中
金
杉
自
治
会
長

鈴
木

邦
彦
）

鈴木 邦彦
自治会長

令
和
６
年
度

餅
つ
き
大
会
・
作
品
展

今
年
も
中
金
杉
冬
の
恒
例
で
あ
る
第

17
回
餅
つ
き
大
会
・
第
12
回
作
品
展
が

2
月
11
日
（
火
・
祝
日
）
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

当
日
は
お
天
気
に
恵
ま
れ

ま
し
た
が
、
朝
寒
い
中
、
睦
会
・
組

長
・
自
治
会
役
員
か
ら
な
る
担
当
者
は

7
時
30
分
に
集
合
し
、
糯
（
も
ち
）
米

を
蒸
す
竈
（
か
ま
ど
）
へ
の
火
入
れ
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
竈
は
餅
・
赤
飯
の

蒸
し
所
3
基
、
豚
汁
用
1
基
、
お
湯
沸

か
し
用
1
基
の
合
計
5
基
で
、
10
時
か

ら
の
販
売
に
向
け
少
し
で
も
早
く
餅
を

つ
け
る
よ
う
奮
闘
し
て
い
ま
し
た
。
餅

つ
き
は
機
械
と
臼
と
の
二
刀
流
で
対
応

し
ま
し
た
が
、
さ
す
が
昨
年
と
同
じ
メ

ン
バ
ー
、
手
際
の
良
さ
は
見
事
で
し
た
。

あ
ん
こ
餅
と
人
気
を
二
分
す
る
磯
辺

餅
は
睦
会
の
皆
様
に
担
当
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
焼
き
担
当
、
醤
油
漬
け
、

海
苔
巻
き
、
パ
ッ
ク
詰
め
と
、
流
れ
る

よ
う
な
手
際
・
ス
ピ
ー
ド
は
素
晴
ら
し

く
、
こ
ち
ら
も
隣
に
負
け
ず
劣
ら
ず
の

連
携
を
見
せ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
さ
す

が
睦
会
の
絆
・
一
体
感
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。
当
日
は
天
気
も
良
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
10
時
前
か
ら
行
列
が
で
き
沢
山

の
方
に
購
入
し
て
い
た
だ
き
販
売
額
も
過

去
最
高
の
12
万
円
超
え
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
も
陸
会
、
パ
ワ
ー
ズ
、
婦
人
部
、

組
長
と
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
を
得
て
餅

つ
き
大
会
が
出
来
ま
し
た
。
お
陰
様
で
怪

我
も
事
故
も
な
く
無
事
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ぞ
中
金
杉
の
底
力
、

地
域
連
携
の
強
さ
を
ま
ざ
ま
ざ
と
発
揮
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
改
め
ま
し
て
感
謝

し
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

流鉄 流山線 13号踏切

餅
つ
き
大
会

ス
ナ
ッ
プ
写
真

物
価
の
高
騰
に
も
負
け
ず
婦
人
部
特

製
の
無
料
の
美
味
し
い
豚
汁
は
今
年
も

大
好
評
で
し
た
。
新
鮮
な
大
根
は
幸
田

の
小
田
原
さ
ん
か
ら
ご
協
賛
頂
き
ま
し

た
。

（
1
丁
目

橘

眞
理
子
）



〈２〉

餅
つ
き
大
会

ス
ナ
ッ
プ
写
真

第
12
回

作
品
展

石塚
副実行
委員長

(

作
品
展
副
実
行
委
員
長

石
塚

晃
也)

今
年
も
、
70
点
と
多
く
の
作
品
を
出

品
い
た
だ
い
た
皆
様
に
ま
ず
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
自
治
会
役

員
、
組
長
さ
ん
を
始
め
作
品
展
の
運
営

に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
皆
様
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
の
作
品
展
は
、
深
い
感
動
を
誘

う
芸
術
作
品
、
創
意
と
工
夫
、
作
品
創

り
へ
の
深
い
思
い
と
伝
統
の
技
法
と
美

を
感
じ
る
伝
統
工
芸
品
、
民
芸
品
や
手

芸
作
品
を
例
年
通
り
楽
し
め
た
ほ
か
、

セ
ン
サ
ー
や
カ
ラ
ー
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た

斬
新
な
作
品
や
パ
ソ
コ
ン
の
動
画
、
さ

ら
に
来
場
い
た
だ
い
た
お
子
さ
ん
が
絵

画
を
体
験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
と
い
っ
た
、

作
品
・
展
示
の
新
た
な
展
開
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
お
子
さ
ん
の
新
規
の
出

品
も
何
点
か
あ
っ
た
こ
と
も
印
象
に
残

り
新
た
な
発
想
や
世
代
の
広
が
り
が
感

じ
ら
れ
る
作
品
展
で
し
た
。
会
場
は
、

同
じ
中
金
杉
に
住
み
作
品
創
り
を
楽
し

む
人
た
ち
が
も
の
創
り
を
楽
し
み
、
思

い
や
情
報
を
交
換
す
る
場
と
な
り
楽
し

く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後

も
創
作
の
楽
し
み
を
地
域
で
世
代
を
超

出展者及びスタッフの皆さん

え
て
共
有
し
、
こ
れ
を
通
じ
て
地
域
の

輪
を
広
げ
深
め
る
場
と
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

２
月
11
日
（
火
）
中
金
杉
青
年
館
に

て
第
12
回
作
品
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
作
品
展
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
、
４
丁
目
会
長
の
石
塚
で
す
。

黒川温泉
由布岳～夏～

２丁目
五十嵐 満

桜とパピヨン
１丁目蓑宮 みさ

初参加の方々

令和７年(２０２５年) ３月１０日 (月曜日） 第６３号



絵画

migration・小径・Scheveningen bad

1丁目 高見 地役
赤松（本土寺）
3丁目 横山 佳子

里の秋
１丁目 今井 正子

皆
様
か
ら
応
募
頂
い
た
作
品
集
で
す
。
本
か
わ
ら
版
上
に
て
展
示
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
色
合
い
、
質
感
等
、
実
物
と
少
々
異
な
る
面
も
あ
り
ま
す
が
ご
鑑
賞
く

だ
さ
い
。

作
品
は
順
不
同
、
敬
称
等
は
勝
手
な
が
ら
省
略
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

本土寺
１丁目 高橋 佐和子

駒留の滝
５丁目 舟越 勝昭

海の女神
５丁目 安田 隆子

毛糸に包まれた石こう
３丁目 栗原 豊

私
は
、
花

が
好
き
で
す
。

そ
の
為
、
会

社
に
入
社
し

て
す
ぐ
に
、

草
月
流
花
道

ク
ラ
ブ
に
入

部
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
３

０
年
以
上
お

稽
古
を
続
け

て
い
ま
す
。

昨
年
の
秋
、

作
品
展
に
初
参
加
し
て

陶
芸
家
の
友
人
が
個
展
を
高
知
県
で
開

い
た
の
で
友
人
の
作
成
し
た
陶
磁
器
に

お
花
を
生
け
る
コ
ラ
ボ
作
品
を
作
成
し

ま
し
た
。
そ
の
話
を
こ
ち
ら
も
30
年
近

く
通
わ
せ
て
頂
い
て
い
る
大
金
平
に
あ

る
「
肉
の
ハ
ヤ
シ
」
で
話
し
ま
し
た
。

す
る
と
、
奥
さ
ん
が
蔓
で
籠
を
作
成
し

て
い
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

私
は
、
中
金
杉
の
作
品
展
で
出
展
さ
せ

て
い
た
だ
こ
う
と
思
っ
て
い
た
の
で
そ

の
場
で
コ
ラ
ボ
し
ま
し
ょ
う
と
言
い
ま

し
た
。
貸
し
て
い
た
だ
い
た
籠
が
素
晴

ら
し
く
、
ど
の
よ
う
に
生
け
よ
う
か
と

て
も
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
作
品
展
で
は
、
肉
の
ハ
ヤ

シ
の
奥
さ
ん
と
一
緒
に
会
場
を
回
っ
て

色
々
な
作
品
の
出
展
者
の
方
々
と
お
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ど
の
作
品
も
素
晴
ら
し
く
、
素
敵
な
時

間
、
空
間
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
来
年
も

コ
ラ
ボ
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

生け花 花卵 ３丁目 渡部 直美

〈３〉

幸福の原点
２丁目 室田 沙恵里

少女 １丁目 尾崎 恵子

令和７年(２０２５年) ３月１０日 (月曜日） 第６３号

絵
画



節分タペストリー
1丁目堀尾 静江
1丁目尾崎 恵子
4丁目丸山由美子

絵手紙・精心 １丁目 今井 正子絵手紙
1丁目 尾崎 恵子

山の花
２丁目 渡辺 淑子

干支 1丁目
堀尾 静江

干支（3点） 4丁目 丸山 由美子

干支 3丁目
部谷 千鳥

干支 4丁目
小川 節子

干支 大金平
伊東 とみこ

干支 1丁目
今井 正子

干支 1丁目
尾崎 恵子

干支 3丁目
尾崎 温子

干支 4丁目
石田 美津子

刺繍額・干支 ２丁目 花野井 和子

〈４〉

ベスト・他 ３丁目 庄屋 文子 帽子・袋物・凧 (6点) ３丁目 部谷 千鳥

ねこちぐら
２丁目
桐田 久美

令和７年(２０２５年) ３月１０日 (月曜日） 第６３号

手
芸

絵
画



チョークアート ４丁目 山田 明子
駅舎コレクション

４丁目 石塚 ゆみ子

1丁目合津 ゆう子 2丁目仲村 紀美子 2丁目加藤 隆子
2丁目大谷 佳子 2丁目花野井 和子 3丁目吉野 豊子
3丁目大谷 鈴子 4丁目松戸 裕子 5丁目平野 輝枝

大谷佳子

花野井仲村松戸合津

平野 大谷鈴子 吉野

加藤

フラワーアレンジメント

ビーズフラワー椿(リカステのアレンジ）
１丁目 橘 眞理子

アクリル板彫刻（藤娘 他）
３丁目 三浦 秀雄

ドライフラワー
３丁目 鈴木 久子

〈５〉

つ ぼ ３丁目 横山 虔一

陶芸

招き猫・茶色のネコ・白ねこ
４丁目 なかじょう りょうか

ステンドグラス
３丁目
久保 定子

令和７年(２０２５年) ３月１０日 (月曜日） 第６３号

創
作
物
・そ
の
他



備
前
路
上

４
丁
目

小
野
田

正
子

「三軒茶屋」の
ランドマークゴリラビル
４丁目 山田 一次

心
平
気
和

２
丁
目

石
崎

建
夫

丸盆・文箱・クレマチス
１丁目 伏見 栄子

銀細工・他 辰年に因んで 奈良の鹿
２丁目 大谷 茂

京都高雄神護寺・夕景Ⅰ・Ⅱ
４丁目 石塚 晃也

こ
の
町
の
こ
の
人

書星会書き初め展・書星会賞 書星会書き初め展・特選

5丁目
木村 廣志さん

〈６〉令和７年(２０２５年) ３月１０日 (月曜日） 第６３号

こ
の
度
松
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
特
別
功
労

賞
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
、
5
丁
目
の
木
村
廣
志
さ
ん

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
お
生
ま
れ
は
、
島
根
県
の

石
見
銀
山
の
側
で
す
。
お
住
ま
い
は
、
中
金
杉
浅
間

公
園
の
側
の
通
り
沿
い
で
す
。
20
年
程
前
か
ら
家
の

周
り
が
気
に
な
り
毎
朝
掃
除
を
始
め
ま
し
た
が
、
通

り
の
道
も
気
に
な
り
は
じ
め
四
方
に
広
が
り
、
さ
ら

に
目
の
前
の
公
園
も
掃
除
の
範
囲
に
な
り
ま
し
た
。

掃
除
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
犬
の
糞
が
無
く

な
り
、
き
れ
い
な
場
所
は
汚
さ
な
い
と
の
理
解
が
進

ん
で
有
難
い
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
元
々
き
れ
い

好
き
で
社
内
で
環
境
維
持
の
責
任
者
を
任
さ
れ
て
い

た
よ
う
で
す
。
ま
た
花
が
好
き
で
花
壇
づ
く
り
に
は

と
て
も
こ
だ
わ
り
が
あ
る
よ
う
で
す
。
家
の
周
り
に

は
見
事
に
手
入
れ
を
さ
れ
た
花
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て

い
て
と
て
も
き
れ
い
で
す
。
ま
た
5
丁
目
の
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
は
現
在
も
続
け
ら
れ
て
い
て
既
に
20
年
を

超
え
た
と
の
事
で
し
た
。

今
は
50
歳
く
ら
い
か
ら
始
め
た
ゴ
ル
フ
に
夢
中
な

よ
う
で
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
い
る
ゴ
ル
フ
場
で
シ
ル

バ
ー
会
と
い
う
名
の
会
で
幹
事
を
20
年
務
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
81
歳
に
な
ら
れ
た
現
在
も
ラ
ウ
ン
ド
90
前

後
で
回
ら
れ
て
お
り
、
お
元
気
そ
の
も
の
で
す
。
元

気
の
源
は
毎
日
の
散
歩
で
一
日
の
平
均
の
歩
数
が
１

０
２
０
０
歩
そ
れ
に
毎
日
の
ス
ク
ワ
ッ
ト
50
回
と
の

事
で
し
た
。
大
好
き
だ
っ
た
お
酒
は
奥
様
の
具
合
が

悪
く
な
っ
て
か
ら
は
、
や
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
益
々
お
元
気
に
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
様
に
願
っ
て

お
り
ま
す
。

（
広
報
部
）

書

写
真

彫
刻
・彫
金



〈７〉

〇
松
戸
市
帰
宅
困
難
者
誘
導
訓
練

・
防
災
講
演
会
へ
参
加

１
月
17
日
（
金
）
松
戸
駅
西
口

デ
ッ
キ

→

松
戸
市
民
会
館
で
「
帰

宅
困
難
者
誘
導
訓
練
」
が
実
施
さ
れ
、

そ
の
後
、
「
災
害
か
ら
命
を
守
る
地

域
の
取
り
組
み
」
と
題
し
た
講
演
会

が
開
催
さ
れ
防
災
リ
ー
ダ
ー
が
参
加

い
た
し
ま
し
た
。

（
防
災
部
部
長

本
多

正
典
）

中
金
杉
自
治
会
【
防
災
部
】

中
金
杉
自
治
会
【環
境
部
】

軒
下
回
収
に
つ
い
て
の
お
願
い

軒
下
回
収
は
町
の
活
動
資
金
に
！

日
頃
よ
り
、
自
治
会
活
動
へ
の
ご
協
力
、

大
変
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

「
軒
下
資
源
物
回
収
」
に
つ
い
て
、
ご

案
内
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

と
資
源
物
回
収
が

自

治
会
の
会
計
収
入
と
な
り
、
集
積
所
の

カ
ラ
ス
除
け
ネ
ッ
ト
や
掃
除
道
具
の
購

入
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
が
自
治
会
活
動
に
よ

り
還
元
さ
れ
ま
す
。

（
環
境
部
部
長

中
林

高
敏
）

松
戸
市
で
は
、
毎
週
第

２
・
４
水
曜
日
が
資
源

ご
み
の
回
収
日
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
こ
に

ご
み
と
し
て
出
さ
ず
に

第
２
・
４
・
５
水
曜
日

の
軒
下
資
源
物
回
収
日

に
合
わ
せ
て
自
宅
玄
関

前
に
置
き
回
収
し
ま
す

⑴
中
金
杉
公
園
に
防
災
倉
庫
を
設
置
！

松
戸
市
公
園
緑
地
課
の
承
認
を
得
て

２
月
２
日
、
中
金
杉
公
園
に
防
災
倉
庫

を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
中
金

杉
自
治
会
の
防
災
倉
庫
は
、
青
年
館
・

浅
間
公
園
と
合
わ
せ
３
か
所
体
制
と
な

り
、
有
事
の
「
一
時
避
難
場
所
」

そ
の
為
食
料
や
飲
料
水
等
賞
味
期
限

が
あ
り
、
買
換
え
が
必
要
な
物
は
現
状
、

備
蓄
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

有
事
に
備
え
た
食
料
・
飲
料
水
等
は

各
家
庭
で
し
っ
か
り
備
蓄
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、

家
庭
で
備
蓄
す
べ
き
食
料
等
は
、
「
３

日
～
１
週
間
」
が
目
安
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

す
べ
て
に
「
防
災
倉
庫
」
を
設
置
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
防
災
倉
庫
の
中
の
備
品
拡

充
を
行
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
が
、
貴
重

な
町
内
会
費
で
購
入
す
る
備
品
は
有
事

の
救
出
・
救
助
に
必
要
な
物
を
中
心
に

劣
化
し
に
く
い
物
や
誰
で
も
す
ぐ
に
使

え
る
物
を
優
先
し
て
参
り
ま
す
。

（
シ
ャ
ベ
ル
・
バ
ー
ル
・
担
架
・
リ
ヤ

カ
ー
、
救
急
用
品
等
）

⑵
松
戸
市
主
催
訓
練
へ
の
参
加

⒒
月
９
日
（
土
）
松
戸
市
総
合
防
災
訓

練
の
一
環
と
し
て
指
定
避
難
所
と
な
っ

て
い
る
小
金
北
小
学
校
で
「
避
難
所
訓

練
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
松
戸
市
職

員
・
小
金
北
小
学
校
教
頭
と
中
金
杉
自

治
会
・
大
金
平
２―

５
丁
目
町
会
の
役

員
・
防
災
リ
ー
ダ
ー
が
参
加
。
体
育
館

の
各
町
会
使
用
場
所
確
認

①
「
避
難
者
カ
ー
ド
」
記
入
内
容
確
認

②
防
災
倉
庫
の
見
学

③
簡
易
ト
イ
レ
の
組
み
立
て
実
体
験
等

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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中
金
杉
防
災
マ
ッ
プ
は

別
途
、
各
家
庭
に

配
布
い
た
し
ま
す
。
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中
金
杉
自
治
会

掲
載
さ
れ
た
記
事
・
写
真
等
の
無
断
転
載
を
禁
止
し
ま
す
。

お
く
や
み

1
丁
目

松
下

由
紀
子
様

3
丁
目

須
藤

加
代
子
様

3
丁
目

植
松

ト
ク
子
様

4
丁
目

高
井

廣
子
様

4
丁
目

谷
嶋

厚
三
様

5
丁
目

坂
巻

た
み
様

5
丁
目

野
中

信
太
郎
様

よ
ろ
し
く

4
丁
目

加
治
木

勇
好
様

4
丁
目

宮
田

涼
市
様

4
丁
目

澤
木

信
悦
様

〈８〉

●

短
歌

・
強
い
風

歩
く
人
等
の
妨
げ
に

飛
ば
さ
れ
か
ね
な
い

勢
い
あ
り
て

・
二
月
だ
な
あ

風
の
冷
た
さ
半
端
な
く

じ
ん
じ
ん
冷
え
て

身
体
に
響
く

（
５
丁
目

正
ち
ゃ
ん
）

●

川
柳

・
若
水
で

お
薄
一
服

ポ
ッ
ト
の
湯

・
安
全
は

貸
金
庫
よ
り

タ
ン
ス
貯
金

（
4
丁
目

ひ
ろ
こ
）

・
あ
あ
春
よ

道
草
食
わ
ず

早
く
来
い

・
石
頭

い
つ
の
ま
に
や
ら

軟
化
症

（
4
丁
目

虚
空
遊
）

・
寒
空
の

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

声
熱
く

・
国
債
の

返
還
義
務
は

次
世
代
か

（
4
丁
目
ギ
ヤ
マ
ン
）

・
年
金
者

春
闘
ア
ッ
プ
が

羨
ま
し

・
米
あ
が
る

我
が
家
の
米
櫃

干
し
あ
が
る

（
4
丁
目

六
方
美
人
）

・
ス
ト
ッ
ク
米

や
っ
と
出
て
く
る

物
価
高

・
ト
ラ
ン
プ
が

行
き
先
決
め
る

避
難
民

（
4
丁
目

門

狗
）

・
セ
ル
フ
レ
ジ

向
か
う
オ
レ
見
て

係
員

・
ト
ラ
ン
プ
は

ジ
ョ
ー
カ
ー
出
し
過
ぎ

絵
に
な
ら
ず

・
花
の
町

希
望
の
街
だ

金
杉
は

（
2
丁
目

ト
ン
ボ
）

・
古
史
古
伝

歴
史
の
扉

覗
き
穴

・
縄
文

そ
れ
は
未
来
の

道
し
る
べ

（
2
丁
目

ぽ
け
ぼ
う
し
）

鈴
木

琉
胤
（
る
い
）
さ
ん

目
指
せ
来
年
の
箱
根
、

２
０
２
８
年
ロ
ス
五
輪
出
場
を

短
歌

・
俳
句

・
川
柳

あ

と

が

き

中
金
杉
で
生
ま
れ
育
っ
た
鈴
木
琉
胤

(

る
い
）
さ
ん
は
、
小
金
北
中
学
校
3
年

の
時
サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属
し
な
が
ら

「
全
日
本
中
学
校
陸
上
競
技
選
手
権
大

会
」
男
子
３
０
０
０
ｍ
に
出
場
し
て
優

勝
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
八
千
代
松
陰

高
校
に
進
学
を
決
め
陸
上
競
技
に
専
念
。

２
０
２
４
年
7
月
の
全
国
高
校
総
体
で

は
日
本
人
最
高
の
2
位
、
12
月
の
全
国

高
校
駅
伝
1
区
で
は
先
頭
に
立
っ
て

レ
ー
ス
を
引
っ
張
り
、
日
本
人
最
高
記

録
で
区
間
賞
を
獲
り
ま
し
た
。

2
年
生
の
時
に
怪
我
で
陸
上
が
長
期

間
出
来
な
か
っ
た
挫
折
を
乗
り
越
え
、

い
ま
日
本
陸
上
界
の
未
来
を
担
う
選
手

の
一
人
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

琉
胤
さ
ん
は
こ
の
春
か
ら
早
稲
田
大

学
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
に
進
学
し
ま
す
。

大
学
で
は
箱
根
駅
伝
に
出
場
し
て
２
０

１
１
年
以
来
と
な
る
総
合
優
勝
に
貢
献

し
、
さ
ら
に
２
０
２
８
年
の
ロ
ス
夏
五

輪
の
出
場
を
目
標
と
し
て
毎
日
研
鑽
の

日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
宝
で

も
あ
る
琉
胤
さ
ん
を
皆
で
応
援
し
ま

し
ょ
う
。

（
広
報
部
）

寒
さ
も
和
ら
ぎ
よ
う
や
く
春
の
訪
れ
を

感
じ
ら
れ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
自
治

会
活
動
も
年
度
末
を
迎
え
新
た
な
体
制
に

向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
新
旧
交
代
事
情
に
つ
き
ま

し
て
少
し
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

各
部
の
部
長
、
丁
目
会
長
と
も
同
じ
で

す
が
、
い
ざ
と
な
る
と
中
々
後
釜
が
見
つ

か
り
ま
せ
ん
。
組
長
さ
ん
の
交
代
は
各
地

区
と
も
皆
様
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
比
較

的
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
今

回
の
餅
つ
き
や
作
品
展
も
組
長
さ
ん
の
ご

支
援
を
い
た
だ
き
、
無
事
に
終
え
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
い
つ
も
の
事
な
が
ら
大

変
有
難
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

過
去
に
組
長
さ
ん
を
経
験
さ
れ
自
治
会

の
活
動
に
興
味
を
持
た
れ
た
皆
様
の
中
で

参
加
し
た
い
と
の
意
向
を
お
持
ち
の
方
は

是
非
と
も
お
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。
各

丁
目
会
長
も
各
部
の
部
長
を
や
っ
て
み
た

い
方
は
い
つ
で
も
名
乗
り
を
上
げ
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
か
わ
ら
版
の
担
当
も
同
じ
で

ど
な
た
か
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
方
を
探

し
て
い
ま
す
。
立
ち
上
げ
た
ば
か
り
の
Ｗ

Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
も
広
報
部
の
仕
事
で
す
が
、

ま
だ
ま
だ
本
来
の
持
ち
味
を
出
せ
ず
に
も

が
い
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
興
味
の
あ
る

方
で
あ
れ
ば
楽
し
い
世
界
が
待
っ
て
い
ま

す
。皆

様
方
の
参
加
を
い
つ
も
願
っ
て
お
り

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
広
報
部

部
長

石
崎

建
夫
）
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